
１ はじめに

宮城県は東アジア大陸からの汚染物質の影響がもっと

も少ないとされている東北北部の太平洋側に位置してい

るが，依然として酸性雨が観測されており，宮城県に酸

性雨をもたらす汚染質が大陸起源なのか地域汚染起源な

のかを解明する必要がある。宮城県では環境省の酸性雨

対策調査の一環として国設箟岳局で平成１０年度から現在

に至るまで降水試料自動捕集装置により１日毎の降水試

料を採取し測定を行ってきた。当地には周辺に大きな発

生源がない事から，発生地域に固有の値をとるとされて

いる鉛安定同位体比を用いて降水中の汚染質の起源の推

定を試みたので報告する。

２ 調査方法

２．１ 調査地点および調査箇所

調査地点：国設大気環境測定所箟岳局（国設箟岳局），

宮城県遠田郡涌谷町箟岳山（２２２m）中腹の標高１６５m，
北緯３８度３３分１０秒，東経１４１度１０分３１秒に位置し，周辺

１０km以内には大規模発生源はない。

２．２ 採取装置及び方法

局舎屋上に設置した（株）小笠原計器製作所製降水試料

自動捕集装置US－４２０型（分離型）を使用し，９：００を

起点とする１日毎の降水試料を自動採取し，局舎内の冷

蔵庫内のポリ容器に保存

図１ 調査地点

２．３ 分析装置及び標準試料

分析装置：日立製P－５０００ICP三次元四重極質量分析

計（３DQMS）（イオントラップ型）

鉛安定同位体比測定用標準試料：NIST（NationalInstitute
ofStandardsandTechnology，米国）のSRM９８１
２．４ 分析条件の検討

感度，精度等が最適になる条件，特にスキャン回数と

イオン取り込み時間について検討した。

２．５ 測定試料

鉛濃度測定：平成１６年度に捕集した降水試料を「湿性
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沈着モニタリング手引き書（第２版）」に従い通常項目

を測定した後，ポリ瓶中で冷蔵保存したものについて，

鉛濃度および鉛安定同位体比の測定用に１％硝酸酸性雨

試料を調整。

鉛安定同位体比：鉛濃度が２ppb以上の試料について

鉛安定同位体４種類の内，２０６，２０７，２０８の測定を行い

鉛安定同位体比を求める。

３ 調査結果

３．１ 鉛濃度測定結果

１２７試料中１０３試料について試料量が確保でき，鉛濃度

測定用に供した。鉛の濃度はマイクロスキャン回数１００

回，イオン取り込み時間を１００msの条件で測定。図２に

鉛濃度測定結果の濃度別分布を示す。この結果，１０３試

料中，鉛濃度が２ppb以上を示した２４試料について鉛安

定同位体比測定を行った。

図２ 降水中の鉛濃度分布

３．２ 鉛安定同位体比測定結果

３．２．１ マイクロスキャン回数とイオン取り込み時

間条件の検討

ICP／MSの機種が異なるため中込等１）の測定条件が適

用されないため，測定条件を検討した。マイクロスキャ

ン回数とイオン取り込み時間はイオン強度に大きく影響

するため最適な条件を検討した。この結果，スキャン回

数を５０回，イオン取り込み時間を８００msで測定するの

が試料量との関係で最適である事が分かった。

３．２．２ 鉛安定同位体比測定結果

鉛安定同位体比は発生地域毎に固有の値をとるとされ

ている事から，鉛安定同位体比の２０８Pb／２０６Pbと２０７Pb／２０６Pb
との関係を求め表１，図３に示す。この結果，鉛安定同

位体比の２０８Pb／２０６Pbと２０７Pb／２０６Pbとも小さい値で，鉛成長

曲線の新しい鉛の領域付近に分布しており，文献値２）の

領域付近に入るものも少なく，全体的にバラツキも大き

かった。

後方流跡線解析では大きく①ロシア・モンゴル等北ア

ジア②韓国から③中国・韓国から④日本のみを通過して

きたものの４つに分けられたが（表１および図４），明

確な起源の推定は困難であった。

表１ 鉛安定同位体比測定結果

図３ 鉛安定同位体比分布

図４ 後方流跡線解析結果
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４ まとめ

今回の調査では，国設箟岳局で観測された鉛の濃度は

１ppb以下が５９％と最も多く，次いで１～２ppbの１７％で

あった。鉛安定同位体比の測定が可能と思われた２ppb
以上は２４試料で全試料の約１９％であった。

鉛安定動体比測定結果からは，鉛安定同位体比の２０８Pb
／２０６Pbと２０７Pb／２０６Pbとも小さい値であり，鉛成長曲線の新

しい鉛の領域に分布しており，文献値の領域に入るもの

も少なく，全体的にバラツキも大きかった。

国設箟岳局における汚染質の起源の明確な推定は困難

であった。

今後も引き続き，流跡線解析等と併せて国設箟岳局で

観測される降水中の汚染質の起源を解明していきたい。

参考文献

１）中込和徳等：誘導結合プラズマ質量分析法による降

水中鉛安定同位体比の測定条件の検討，全国環境研会

誌，Vol．３０允，２２７（２００５）

２）向井人史等：降雪中の鉛同位体比と汚染の長距離輸

送との関係，大気環境学会誌，Vol，３４芋，８６（１９９９）

－９０－


